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論 文 内 容 の 要 旨 
 有機発光素子（有機 EL 素子）の電子注入効率の向上と安定性の向上の両立を図るにあたり、有機層/陰電極界面に
おけるフッ化物界面層の効果が非常に有効である。フッ化物界面層の効果については、X 線解析手法を用いた組成分




 第１章では、有機化合物によるエレクトロルミネッセンス現象の歴史、有機 EL 素子の発光原理を述べ、有機 EL
素子における有機層/陰電極界面層に関するこれまでの研究を概観し、本研究の目的を明らかにした。 
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功した。 
 以上、有機層と陰電極の界面層の構造と電子注入への効果についてその機構の解明を行い多くの知見が得られ、ま
た、新規蛍光材料における有機 EL 素子への応用可能性が示された。本研究は、今後の高効率な有機 EL 素子の実現
に向けたキャリア機構の解明とデバイス構造の設計に寄与できるものと考えられ、有機デバイス研究に大きな成果を
残した。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 








 第４章では、新規蛍光材料である 3,4,6-トリフェニル-α-ピロンを発光層にもつ有機 EL 素子の作製に成功し、また、
電子注入層と、正孔ブロック層を用いることにより、高輝度な青色発光を示す素子作製に成功している。 
 第５章では、有機層/陰電極界面層としてアモルファス窒化炭素を有する素子について検討し、アモルファス窒化炭
素の有する有機層への保護効果を活かして、発光面のパターン化を試み、アモルファス窒化炭素を界面層として適用
することで、有機層成膜後にフォトリソグラフィー法により発光面をパターン化することに成功し、有機層のパター
ン化の新たな手法を提案している。 
 以上のように、本論文は有機発光素子において重要な課題の一つである高効率化と安定化に関して有機層と陰電極
の界面層の解析と電子注入機構の解明を行い、また有機発光素子の新たな応用を提案し、有機発光素子の発展に貢献
する。 
 よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
